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事業実施期間令和５年度

（道府県名 鹿児島県）

遠隔地の友好交流関係にある「青森県鶴田町」と「鹿児島県さつま町」で、生産する「りんご」と「みかん」の収穫期における繁忙期の
『労力相互支援』の試みを、両産地の維持発展を目指す。
本事業を通じて、この枠組みを本格的なものとし、各産地で深刻な労働力不足に対する打ち手となる様に産地間連携の取り組みを実施する。

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

令和５年度取組み内容

事業実施主体構成員 実績値（目標値）
ア 青森県鶴田町の支援対象りんご農家２戸の求人の充足率は
５０％(８人)から１００％(１６人)となった。

イ 鹿児島県さつま町の支援対象みかん農家２戸の求人の充足率は
５０％(５人)から、１００％(１０人)となった。

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

労働場所：❶鹿児島県さつま町 ❷青森県鶴田町

➊調査時期 5/20 アンケート実施 ➊調査対象者 さつま町のみかん農家 ８名 ➊調査内容 ①経営体概要 回答者 ８名 ⓶現在の雇用
者概要 回答者 8名 ⓷労働力の不足状況 不足している(8名中8名) ⓸雇用は、いつの時期ですか。3月～8月8名中3名 9月～2月8名中7名
⓹労働力確保のために、改善は何が必要(複数可) 雇用期間6名、地域との交流5名、１日の労働時間５名、労災保険充実４名、作業手順整備

４名、給与の充実1名、雇用募集の徹底1名、諸手当の充実１名、

❷調査時期 7/14 アンケート実施 ❷調査対象者 鶴田町のりんご農家 ３０名 ❷調査内容 ①経営体概要 回答者３０名 ⓶現在の雇用
者概要 回答者３０名 ⓷労働力の不足状況 不足している(30名中１６名) ⓸雇用は、いつの時期ですか。5月～７月30名中11名 9月～12月
30名中16名 ⓹労働力確保のために、改善は何が必要(複数可) 給与の充実21名、雇用募集の徹底12名、職場環境改善(トイレ等)10名、雇用期
間8名

イ 産地内での労働力確保・育成

臨時的雇用の１手法として、鹿児島県内には１日農業バイト「デイワーク」を活用している。さつま町の近隣には、人口の多い地域から、副業とし
て働きに来られる人を募集している。現在、「デイワーク」の活用を、さつま町及び北薩地域振興局農政普及課さつま町駐在が中心となって検討さ
れている。



事業実施期間令和５年度
（都道府県名）

今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働力確保

【実績】
ア 募集した労働者の居住地：❶青森県鶴田町 ❷鹿児島県さつま町

イ 労働場所：❶鹿児島県さつま町 ❷青森県鶴田町

ウ 宿泊場所：❶さつま町内の宿泊施設「湯田荘」
❷五所川原市内の宿泊施設「ホテルサンルート五所川原」

エ 募集条件：

□募集人員：❶5名(7日以上5名) ❷8名(7日以上8名)

□労働内容：❶みかん収穫業務 ❷りんご収穫業務

□受入期間：❶11月25日～12月1日❷11月10日～11月16日

□稼働時間：❶8時～16時30分(実働7.5時間)❷8時～15時（実働6時間）

エ 労働力等のマッチング及びデータベース化

オ 農業の「働き方改革」への取組

【実績】
・農業労働力に係る研修会

ア 開催日 令和5年7月4日

イ 研修会場 さつま町新生地区(新生みかん生産組合 集荷場内)

ウ 参加者 ・受講者 新生みかん生産者 8名 ・講師等 さつま町農林技術協会員

エ 内容 ・農業労働力の現状 ・労働補完の事例と対策について

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

（さつま町むつみ会援農協議会）



●鹿児島県さつま町→青森県鶴田町
11/10～の1週間りんご収穫 8名

・11/10鶴田町の受け
入れ式
・相川町長の歓迎
・受け入れのりんご農
家との打ち合わせ



りんご収穫の様子
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●青森県鶴田町→鹿児島県さつま町
11/25～の1週間 みかん収穫 5名

・11/25さつま町の受け入れ式
・上野町長の歓迎
・受入れのみかん農家との打ち
合わせ



みかん収穫の様子
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事業実施期間令和５年度
（都道府県名）

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

・令和５年度に実施の内容精査と、労働
提供者の経費や労賃との精査を行い、次
年度に向けた課題整理を行う。

・現段階での労働提供者の募集や受け入
れ農家の選定は、行っていない。

【実績】

ア 青森県鶴田町の支援対象りん

ご農家２戸の求人の充足率は５

０％(８人)から１００％(１６人)と

なった。

イ 鹿児島県さつま町の支援対象

みかん農家２戸の求人の充足率は、

５０％(５人)から、１００％(１０

人)となった。

（さつま町むつみ会援農協議会）
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